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活動名
ボール渡しリレー（パイプライン、新幹線ゲーム）
（★★★）

分類
たかめあい
プログラム

準備
塩ビ管、ピンポン玉、ビー玉、ゴルフボールなどの小さ
い球
ゴールとなるもの（バケツ、マーカーコーン、帽子など）

対象 小学生以上

ねらい・効果
トライ＆エラー（挑戦することの大切さ、失敗を恐れな
い気持ち・チームワークの向上）

人数 ２０人以上

安全配慮事項 特になし 時間 ２０分程度

内容

手順

言葉がけ例

効果的な支援

備考

様々なボール（ピンポン玉、ゴルフボール、ビー玉、テニスボールなど）を半
円状の塩ビ管でつないでいく。

１　自分のやってみたい長さの塩ビ管を選び、グループで練習する。（３分程
度）
２　慣れてきたら一列になって、レースを行う。落としたら初めからやり直しさ
せる。
３　「ビー玉にする」「折り返し地点を設ける」「ゴールはバケツの中」などルー
ルを加えることで、ゲームを徐々に難しくしていく。
４　競うと盛り上がるが、終わったところにはまだ終わっていないチームを応
援する等、全員での達成感を味わわせる。

「上手にバランスをとっていたね」「上手にできるポイントは何かな？」など称
賛する声掛けを意識する。
失敗が続く子には「次々！」「ほら、あの子はこんな工夫をしていたよ」など、
前向きな言葉かけをする。

ボールを手で触らないようにする。
何度やってもうまくいかない場合もあるが、失敗した子を責めないように配慮
する。

秋は「どんぐり」「松ぼっくり」などをボールに替えてやっても盛り上がる。
チームで探させるなどもよい。


